
(57)【要約】

【課題】撓み負荷が頻繁に発生しても構成素子の機能性

が保証されるように構成することである。

【解決手段】パッキンリング（５）に加えて基板層（２

）とカバー層（４）との間に、カバー層（４）および基

板（２）の材料への接着特性に関して適合された機械的

接合手段（７，８，９）が設けられており、

　該機械的接合手段は、基板層（２）とカバー層（４）

を機械的に安定して相互に固定し、基板層（２）とカバ

ー層（４）がとりわけ熱的膨張および／または機械的負

荷による電子構成素子の変形の際に相互に部分的または

完全に剥離する危険性を低減する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 電 的 構 成 体 ま た は 回 路 構 成 体 を 有 す る 機 能 層 （ ３ ） を 備 え る 扁 平 形 電 子 構 成 素 子 で あ
っ て 、
　 前 記 機 能 層 は 基 板 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、
　 同 様 に 基 板 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ 、 当 該 基 板 お よ び カ バ ー 層 と 材 料
結 合 す る 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ （ ５ ） が 前 記 機 能 層 （ ３ ） を 取 り 囲 み 、
　 該 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ は 機 能 層 （ ３ ） を 有 害 と な る 外 部 の 影 響 、 と り わ
け 湿 気 お よ び 酸 素 か ら 保 護 す る 形 式 の 構 成 素 子 に お い て 、
　 パ ッ キ ン リ ン グ （ ５ ） に 加 え て 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） と の 間 に 、 カ バ ー 層 （ ４
） お よ び 基 板 （ ２ ） の 材 料 へ の 接 着 特 性 に 関 し て 適 合 さ れ た 機 械 的 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９
） が 設 け ら れ て お り 、
　 該 機 械 的 接 合 手 段 は 、 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） を 機 械 的 に 安 定 し て 相 互 に 固 定 し
、 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） が と り わ け 熱 的 膨 張 お よ び ／ ま た は 機 械 的 負 荷 に よ る 電
子 構 成 素 子 の 変 形 の 際 に 相 互 に 部 分 的 ま た は 完 全 に 剥 離 す る 危 険 性 を 低 減 す る 、 こ と を 特
徴 と す る 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９ ） は 機 能 層 （ ３ ） か ら 見 て 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ （
５ ） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９ ） は 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） の オ ー バ ー ラ ッ プ 領 域 に 点 状
に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） は 平 面 で 見 て 多 角 形 、 と り わ け 矩 形 ま た は 正 方 形 の 形 状
を 有 し 、
　 接 合 手 段 （ ７ ） は 、 基 板 層 （ ２ ） ／ カ バ ー 層 （ ４ ） 接 合 体 の コ ー ナ ー に 、 カ バ ー 層 （ ４
） と 基 板 層 （ ２ ） と の 間 で 接 合 エ レ メ ン ト を 有 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９ ） は 機 能 層 （ ３ ） か ら 見 て 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ （
５ ） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ） は 少 な く と も １ つ の 接 着 剤 接 合 部 、 超 音 波 溶 接 接 合 部 、 溶 接 点 、 ハ ン ダ
接 合 部 、 ね じ 接 合 部 、 リ ベ ッ ト お よ び ／ ま た は ク ラ ン プ を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の
い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９ ） は 、 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 補 強 フ
レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ （ ８ ） を 有 し 、
　 該 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 機 能 層 （ ３ ） と 密 閉 フ レ ー ク ま た は パ ッ キ ン リ ン グ
（ ５ ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 接 合 手 段 （ ７ ， ８ ， ９ ） は 基 板 層 （ ２ ） と カ バ ー 層 （ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 補 強 ス ト
リ ッ プ （ ８ ） ま た は 補 強 点 を 有 し 、
　 該 補 強 ス ト リ ッ プ ま た は 補 強 点 は 機 能 層 （ ３ ） か ら 見 て 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ
ン グ （ ５ ） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子
。
【 請 求 項 ９ 】
　 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ （ ８ ） お よ び ／ ま た は 補 強 ス ト リ ッ プ （ ９ ） は 中 断 部 （
１ ０ ） を 有 す る 、 請 求 項 ６ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 機 能 層 は 有 機 発 光 層 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 成 素 子 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に よ る 構 成 素 子 、 と り わ け 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ ） を 備 え る 表 示 装 置 （ デ ィ ス プ レ イ ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 機 能 層 は こ の 関 連 か ら 、 個 別 の 層 ま た は 層 結 合 体 と す る こ と が で き 、 所 定 の 電 気 的 お よ
び ／ ま た は 光 電 的 機 能 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 お よ び 本 発 明 の 以 下 の 説 明 で は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ と し て 構 成 さ れ た 構 成
素 子 を 例 と し て 用 い る 。 し か し 本 発 明 は こ の よ う な 表 示 装 置 だ け に 関 連 す る も の で は な い
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ （ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ） と 比 較 し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 多 数 の 利 点 を 有 す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ の 消 費 電 力 は 低 く 、 僅 か な 面 積 し か 必 要 と せ ず 、 － ４ ０ ℃ か ら ８ ０ ℃ ま で の 広 い 温 度 領
域 で 高 速 の ス イ ッ チ ン グ 時 間 を 有 し 、 の ぞ き 込 み 角 も 広 い 。 忘 れ て は な ら な い の は 、 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ は 自 己 発 光 性 で あ り 、 従 っ て 別 個 の バ ッ ク ラ イ ト を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 有 機 発 光 層 を 有 し て お り 、 こ の 層 は ２ つ の 電 極 間 に 配 置 さ れ て い る 。 電 極 に
十 分 な 電 位 が 印 加 さ れ る と 、 有 機 発 光 層 は 有 機 層 に 注 入 さ れ る 正 孔 と 電 子 の 再 結 合 に 基 づ
い て ビ ー ム を 放 射 す る 。 有 機 層 と ２ つ の 電 極 は 典 型 的 に は 薄 膜 技 術 で 構 成 さ れ 、 例 え ば ガ
ラ ス か ら な る 基 板 に 取 り 付 け ら れ る 。 電 極 お よ び 有 機 発 光 層 か ら な る 結 合 体 の 、 基 板 の 反
対 側 は 別 の ガ ラ ス 板 ま た は 金 属 板 に よ り 覆 わ れ て お り 、 固 定 は 通 常 は 接 着 剤 に よ り 行 わ れ
る 。 基 板 お よ び 別 の ガ ラ ス 板 ま た は 金 属 板 の 両 側 構 成 、 並 び に 電 極 と 有 機 発 光 層 か ら な る
結 合 体 （ 以 下 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 結 合 体 と す る ） を 周 回 す る 、 例 え ば 接 着 リ ン グ の 形 態 の 密 閉 手 段
に よ っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 結 合 体 は 十 分 に 気 密 に カ プ セ ル 化 さ れ る 。 こ れ が 必 要 で あ る の は 、 有
機 材 料 お よ び 電 極 が 通 常 は 湿 気 お よ び 酸 素 に 対 し て 非 常 に 脆 弱 だ か ら で あ る 。 従 っ て 信 頼
性 の あ る 動 作 の た め に は こ の よ う な 気 密 な カ プ セ ル 化 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 構 成 で 、 基 板 と カ バ ー 層 と し て 用 い ら れ る ガ ラ ス 板 ま た は 金 属 板 は 可 撓 性 で は な
い 。 し か し 多 く の 適 用 に 対 し て 、 構 成 素 子 が 所 定 の フ レ キ シ ビ リ テ ィ を 有 す る こ と が 必 要
で あ る 。 こ の よ う な フ レ キ シ ビ リ テ ィ は 撓 み 負 荷 の 観 点 か ら 必 要 で あ る 。 な ぜ な ら 構 成 素
子 を 非 平 坦 な 、 正 確 に 湾 曲 さ れ た 基 台 に 配 置 す べ き 場 合 が あ る か ら で あ る 。 さ ら に こ の よ
う な フ レ キ シ ビ リ テ ィ は 場 合 に よ り 構 成 素 子 の 取 り 扱 い に 対 し て 有 利 で あ る 。 こ れ は 例 え
ば 柔 軟 性 の あ る デ ィ ス プ レ イ 、 ま た は 巻 取 り 可 能 な デ ィ ス プ レ イ の 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 フ レ キ シ ビ リ テ ィ の あ る 構 成 素 子 を 製 造 す る た め に は ガ ラ ス 基 板 お よ び ガ ラ ス 板 ま た は
金 属 板 の 代 わ り に 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 基 板 お よ び プ ラ ス チ ッ ク か ら な る カ バ ー 層 を 使 用 す
る 。 し か し 可 撓 性 材 料 を 使 用 す る こ と に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 を 湿 気 お よ び 酸 素 に 対 し て
十 分 に 保 護 す る た め 、 基 板 と カ バ ー 層 と の 間 で の 接 合 技 術 に 対 す る 要 求 が 高 ま る 。 接 着 さ
れ た 剛 性 の あ る 構 成 体 で は 接 着 接 合 部 に 対 し て 作 用 す る せ ん 断 力 だ け を 吸 収 す れ ば よ い が
、 フ レ キ シ ブ ル な 構 成 体 で は 基 板 層 お よ び カ バ ー 層 が 引 張 力 に も 打 ち 克 た な け れ ば な ら な
い 。 こ の 引 張 力 は と り わ け カ プ セ ル の 縁 部 領 域 に 発 生 し 、 そ こ で 密 閉 手 段 を 付 加 的 に 機 械
的 に 負 荷 す る 。 基 板 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 お よ び カ バ ー 層 は 構 成 体 が 撓 む と き に 発 生 す る 負 荷
に も 耐 え 、 こ れ ら が 剥 離 す る の を 十 分 に 回 避 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 問 題 を 図 １ ａ と 図 １ ｂ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ ａ は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ の 平 面 図 で あ る 。 図 １ ｂ は 図 １ ａ に 一 点 鎖 線 で 示 し た ラ
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イ ン Ｉ － Ｉ に 沿 っ た デ ィ ス プ レ イ の 断 面 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 矩 形 に 構 成 さ れ た 基 板 ２ に は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体
３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ は 例 え ば Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 画 素 の ア レ イ を 有 す る 。 有
機 層 と 電 極 を 有 す る 基 本 的 な Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 構 造 は 従 来 技 術 か ら 公 知 で あ る か ら 、 こ こ で は 図 に
正 確 に 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ａ か ら 分 る よ う に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ は 接 続 線 路 ６ に よ っ て 外 部 か ら 接 続 さ れ て い
る 。 接 続 線 路 ６ は 基 板 ２ の 表 面 に 取 り 付 け ら れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ か ら 基 板 ２ の 縁 部 へ 伸
長 し て い る 。 例 え ば 接 続 線 路 ６ は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ の ２ つ の 側 エ ッ ジ に 沿 っ て 、 ま た 相 応
に し て 基 板 ２ の ２ つ の 側 エ ッ ジ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 し か し 以 下 に 説 明 す る 問 題 に 対
し て 接 続 線 路 の 経 過 は 何 の 意 味 も な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ｂ か ら 良 く 分 る よ う に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ 上 に は カ バ ー 層 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 カ
バ ー 層 は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ に 対 し て 比 較 的 に 大 き い 面 積 を 有 す る 。 従 っ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体
３ の す べ て の 側 エ ッ ジ に 沿 っ て ほ ぼ 同 じ 大 き さ の 縁 部 が 突 出 し て い る 。 こ の オ ー バ ー ラ ッ
プ 領 域 に は パ ッ キ ン リ ン グ ５ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の パ ッ キ ン リ ン グ は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３
を 僅 か な 間 隔 で 周 回 す る 。 パ ッ キ ン リ ン グ ５ は 中 断 部 を 有 し て お ら ず 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３
を 外 部 の 影 響 、 例 え ば 湿 気 、 酸 素 か ら 保 護 す る た め に 用 い る 。 こ の 目 的 の た め に パ ッ キ ン
リ ン グ ５ と カ バ ー 層 ４ 並 び に 基 板 ２ と の 間 に は 密 な 接 合 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 パ ッ キ ン リ ン グ ５ は 例 え ば 接 着 剤 か ら な り 、 こ れ は 同 時 に 基 板 ２ と カ バ ー 層 ４ と の 間 の
機 械 的 接 合 を 保 証 す る 。 他 方 で は パ ッ キ ン リ ン グ は そ の 材 料 特 性 の 点 で 、 酸 素 お よ び 湿 気
が こ れ に よ り 閉 鎖 さ れ た 領 域 に 侵 入 す る こ と が で き な い よ う に 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 基 板 ２ も カ バ ー 層 ４ も フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク か ら な る か ら 、 こ の 構 成 素 子 は 撓 み
負 荷 に 曝 す こ と が で き る 。 し か し 構 成 素 子 の 信 頼 性 は 、 パ ッ キ ン リ ン グ ５ と 基 板 ２ な い し
カ バ ー 層 ４ と の 間 で 気 密 性 が 存 在 す る 場 合 だ け 保 証 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 に 述 べ た 形 式 の 構 成 素 子 を 改 善 し 、 撓 み 負 荷 が 頻 繁 に 発 生 し て も
構 成 素 子 の 機 能 性 が 保 証 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と で あ る 。 ま た と り わ け 湿 気 と 酸 素 が パ
ッ キ ン リ ン グ の 内 部 へ 侵 入 す る こ と も 回 避 し な け れ ば な ら な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 課 題 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 部 分 の 構 成 を 有 す る 構 成 素 子 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 構 成 素 子 の 有 利 な 改 善 形 態 は 従 属 請 求 項 の 構 成 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 図 １ の 構 成 素 子 の 特 別 の 弱 点 が 基 板 カ バ ー 層 接 合 体 ３ の ４ つ の コ ー ナ ー 領 域
に 発 生 す る こ と を 基 本 的 に 認 識 す る 。 す で に 比 較 的 小 さ な 撓 み 負 荷 の 場 合 で も 、 カ バ ー 層
４ は 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ ５ か ら 剥 離 し 、 気 密 性 の カ プ セ ル が 破 壊 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 本 発 明 は 、 カ バ ー 層 と 基 板 層 の 機 械 的 接 合 の た め の 接 合 手 段 を 、 カ バ ー 層 お よ び
基 板 層 へ の そ の 接 着 特 性 の 点 で 最 適 化 す る 。 接 合 手 段 の 第 １ の 役 目 、 ま た は た だ １ つ の 役
目 は 、 基 板 層 の カ バ ー 層 に 対 す る 機 械 的 接 合 と 固 定 を 確 実 に す る こ と で あ る 。 こ の 接 合 手
段 に よ っ て 基 板 層 と カ バ ー 層 と の 間 の 相 対 運 動 が 十 分 に 阻 止 さ れ る か 、 最 小 と さ れ れ ば 、
密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ に 作 用 す る 力 は 減 少 す る か 、 ま た は 完 全 に 吸 収 さ れ る
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。 相 対 運 動 が 生 じ る と カ バ ー 層 ま た は 基 板 層 が パ ッ キ ン リ ン グ か ら 剥 離 す る お そ れ が あ る
。 こ の 相 対 運 動 の 危 険 性 は 接 合 手 段 に よ っ て 効 果 的 に 低 減 さ れ る 。 こ れ に よ り 構 成 素 子 の
信 頼 性 は 格 段 に 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に よ り さ ら に 、 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ に 対 し て 、 ま ず
第 １ に 湿 気 お よ び 酸 素 の 透 過 性 の 点 で 最 適 化 さ れ た 材 料 を 選 択 す る こ と が で き る 。 こ の 場
合 、 パ ッ キ ン リ ン グ の 基 板 層 乃 至 カ バ ー 層 へ の 接 着 力 は 本 発 明 の 構 成 素 子 で は 下 位 の 役 目
を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 構 成 素 子 の 有 利 な 改 善 形 態 に よ れ ば 、 接 合 手 段 が 点 状 に 、 と り わ け 機 能 層 か ら 見 て 機 能
層 の 外 側 で 取 り 囲 む 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ が 基 板 と カ バ ー 層 の オ ー バ ー ラ ッ
プ 領 域 に 配 置 さ れ て い れ ば 十 分 で あ る 。 従 っ て そ の 接 着 特 性 に 関 し て カ バ ー 層 お よ び 基 板
層 の 材 料 に 適 合 さ れ た リ ン グ を 、 必 ず し も 機 能 層 を 周 回 す る よ う に 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 有 利 に は 接 合 手 段 は 、 カ バ ー 層 、 機 能 層 お よ び 基 板 層 か ら な る 接 合 体 の コ ー ナ ー 領 域 に
配 置 さ れ る 。 コ ー ナ ー 領 域 を 機 械 的 に 接 合 す る こ と に よ っ て 、 構 成 素 子 全 体 の 安 定 性 が 格
段 に 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で コ ー ナ ー 領 域 の 特 徴 は 次 の よ う に 解 釈 す べ き で あ る 。 基 板 層 と カ バ ー 層 と が 同 じ
大 き さ で あ れ ば 、 す な わ ち こ れ ら ２ つ の 素 子 が 実 質 的 に 相 互 に 合 同 に 配 置 さ れ て い れ ば 、
コ ー ナ ー 領 域 の 概 念 は 基 板 層 の コ ー ナ ー も カ バ ー 層 の コ ー ナ ー も 意 味 す る 。 し か し カ バ ー
層 が 図 １ に 示 す よ う に 基 板 よ り も 小 さ け れ ば 、 接 合 手 段 は カ バ ー 層 の コ ー ナ ー 領 域 に 配 置
さ れ る 。 こ れ に 対 し て 基 板 層 が カ バ ー 層 よ り も 小 さ い 場 合 に 対 し て は 、 基 板 層 の コ ー ナ ー
で あ る と 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 有 利 に は 接 合 手 段 は 接 着 接 合 、 超 音 波 溶 接 接 合 、 溶 接 接 合 、 ハ ン ダ 接 合 、 ね じ 接 合 、 リ
ベ ッ ト ま た は ク ラ ン プ 、 ま た は 前 記 手 段 の ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 組 合 せ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 択 一 的 に ま た は 前 記 の 点 状 の 接 合 手 段 に 付 加 的 に 、 接 合 手 段 は 本 発 明 の 有 利 な 構 成 で は
、 基 板 層 と カ バ ー 層 と の 間 に 配 置 さ れ 、 こ れ ら と 内 部 で 結 合 し た 第 １ の 補 強 フ レ ー ム ま た
は 補 強 リ ン グ を 有 す る こ と が で き 、 こ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 機 能 層 を 周 回 す
る 。 第 １ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 有 利 に は 、 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン
グ が カ バ ー 層 な い し 基 板 層 か ら 剥 離 す る の に 対 抗 す る よ う 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 第 １ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ が 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ 内 に
配 置 さ れ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 接 合 手 段 が 、 基 板 層 と カ バ ー 層 と の 間 に 配 置 さ れ 、 こ れ ら と 内 部 で 接 合 し た 第 ２
の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ を 有 し 、 こ れ も 同 様 に 機 能 層 を 周 回 す る と 有 利 で あ る こ
と が 判 明 し た 。 有 利 に は 第 ２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 機 能 層 か ら 見 て 密 閉 フ レ
ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ の 外 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ も 、 第 ２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ も 基 板
層 と カ バ ー 層 と の 間 の 機 械 的 安 定 性 お よ び 固 定 的 結 合 を 行 う 。 こ れ に 対 し て 第 １ お よ び 第
２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ の 間 に 配 置 さ れ た 密 閉 フ レ ー ム ま た は パ ッ キ ン リ ン グ
は 湿 気 お よ び 酸 素 の 透 過 性 の 点 で 最 適 化 す る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し て 第 １ お よ び ／ ま
た は 第 ２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 、 基 板 層 お よ び カ バ ー 層 へ の 接 着 特 性 の 点 で
最 適 化 さ れ た 材 料 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 改 善 形 態 に よ れ ば 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ は 中 断 部
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を 有 す る 。 と り わ け 第 ２ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ が ２ つ の 点 状 の 接 合 手 段 の 間 の
領 域 に 充 填 さ れ て い る と 有 利 で あ る 。 こ の よ う に し て カ バ ー 層 を 小 さ な 面 積 で 保 持 す る こ
と が で き る 。 同 様 に 、 第 １ の 補 強 フ レ ー ム ま た は 補 強 リ ン グ が 中 断 部 を 有 す る こ と も 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 構 成 素 子 の 種 々 の 実 施 形 態 、 並 び に 利 点 、 作 用 は 以 下 の 図 面 に 基 づ く 実 施 例 の
説 明 か ら 明 か と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 同 じ な い し 同 じ 作 用 を 有 す る 素 子 に は 実 施 例 と 図 面 で そ れ ぞ れ 同 じ 参 照 符 号 が 付 し て あ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ａ ， １ ｂ に よ る 構 成 素 子 は 冒 頭 で す で に 説 明 し た 。 従 っ て こ こ で は さ ら に 説 明 し な
い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 の 実 施 例 の 説 明 は 、 図 １ ａ 、 １ ｂ に 示 さ れ た 構 造 を 基 礎 と し 、 さ ら に 信 頼 性 の 格 段
の 向 上 を も た ら す 本 発 明 に よ る 接 合 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 両 方 と も フ レ キ シ ブ ル な 材 料 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 基 板 層 ２ と カ バ ー 層 ４ と の
間 に は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ の 形 態 の 機 能 層 が 配 置 さ れ て い る （ 図 ２ の ラ イ ン Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ に
沿 っ た 断 面 を 示 す 図 ２ ｂ を 参 照 ） 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ は 例 え ば Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ か ら な る Ｌ Ｅ Ｄ ア
レ イ で あ る 。 従 っ て こ の 構 成 素 子 は 表 示 装 置 と し て 構 成 さ れ て い る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ の
代 わ り に 太 陽 電 池 ま た は 任 意 の 他 の 集 積 回 路 、 有 利 に は 有 機 材 料 ベ ー ス の 集 積 回 路 を 設 け
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ ａ か ら 分 る よ う に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ は パ ッ キ ン リ ン グ ５ に よ り 取 り 囲 ま れ て い る
。 パ ッ キ ン リ ン グ ５ は 図 ２ ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 密 閉 さ れ た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 部 ３ を 外 部 の 影
響 か ら 気 密 に 保 護 す る た め カ バ ー 層 ４ と 基 板 層 ２ へ の 内 部 接 合 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 撓 み が 発 生 す る 際 に 、 カ バ ー 層 ま た は 基 板 層 ２ が パ ッ キ ン リ ン グ か ら 解 離 す る の を 回 避
す る た め に 、 さ ら に カ バ ー 層 ４ の コ ー ナ ー 領 域 に は 点 状 の 接 合 手 段 ７ が 設 け ら れ て い る 。
こ の 接 合 手 段 ７ は 例 え ば 接 着 剤 の 滴 で あ り 、 接 着 特 性 の 点 で 基 板 ２ お よ び カ バ ー 層 ４ の 材
料 に 適 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 パ ッ キ ン リ ン グ ５ は 基 板 層 ２ と カ バ ー 層 ４ と の 間 で あ る 程 度 の 機 械 的 接 合 を 行 う が 、 接
合 手 段 ７ が 存 在 す る の で 、 そ の 材 料 特 性 は 酸 素 と 湿 気 の 透 過 性 の 点 で 最 適 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 コ ー ナ ー 領 域 を 接 合 手 段 ７ に よ り 補 強 す る こ と に よ っ て 、 構 成 素 子 の 安 定 性 は 格 段 に 改
善 さ れ る 。 カ バ ー 層 ４ の 外 部 コ ー ナ ー を 接 着 剤 の 滴 に よ り 補 強 し た 検 査 構 成 体 は １ ０ ０ ，
０ ０ ０ 回 の 撓 み サ イ ク ル を 無 傷 で 乗 り 越 え た 。 こ の と き ２ ０ ｍ ｍ の 撓 み 半 径 が 使 用 さ れ た
。 同 じ 負 荷 に 曝 さ れ た 図 １ の 構 成 素 子 は 格 段 に 少 数 の 撓 み サ イ ク ル で す で に 損 傷 し た 。 点
状 の 接 着 剤 滴 で は な く 、 超 音 波 溶 接 に よ る 接 合 を 行 う と さ ら に 高 い 安 定 性 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 構 成 素 子 の 利 点 は 、 公 知 の 構 成 素 子 に 対 し て 何 ら 変 更 が 必 要 な い こ と で あ る 。
「 低 浸 透 グ ル ー 」 と し て 公 知 の パ ッ キ ン リ ン グ は そ の 材 質 が 、 湿 気 お よ び 酸 化 の 点 で 最 適
化 さ れ て お り 、 こ れ を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の パ ッ キ ン リ ン グ は 湿 気 お よ び 酸 素 の 侵
入 を 効 果 的 に 阻 止 し 、 一 方 、 本 発 明 の 接 合 手 段 は 構 成 素 子 の 安 定 性 と 信 頼 性 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ の 点 状 の 接 合 ７ は ハ ン ダ 、 ク ラ ン プ 、 ね じ 、 リ ベ ッ ト 、 ま た は 溶 接 に よ り 形 成 す る
こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ ａ ， ｂ は 本 発 明 の 構 成 素 子 の さ ら な る 発 展 形 態 を 示 す 。 図 ３ ａ の 平 面 図 に は 本 発 明
の 構 成 素 子 が 示 さ れ て お り 、 図 ３ は 図 ３ ａ の 一 点 鎖 線 Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ に 沿 っ た 断 面 を 示 す
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 験 的 に 、 パ ッ キ ン リ ン グ ５ の 内 側 縁 部 が さ ら な る 弱 点 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 弱
点 は 、 点 状 の 接 合 部 ７ を 使 用 す る 場 合 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て パ ッ キ ン リ ン グ が カ バ ー シ ー ト ４ な い し 基 板 ２ か ら 剥 離 す る の を 阻 止 す る た め 、
第 １ の 補 強 リ ン グ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 補 強 リ ン グ ８ は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ か ら 見 て パ
ッ キ ン リ ン グ ５ 内 に 延 在 し て お り 、 従 っ て 以 下 で は 内 部 補 強 リ ン グ と 称 す る 。 パ ッ キ ン リ
ン グ ５ と 同 じ よ う に こ れ も Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ を 周 回 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 内 部 補 強 リ ン グ ８ は 図 ３ ａ に 示 す よ う に 、 中 断 部 な し で 構 成 す る こ と が で き る 。 し か し
中 断 部 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 内 部 補 強 リ ン グ ８ は 、 カ バ ー 層 ４ お よ び 基 板 層 ２ へ の 接 着 特 性 の 点 で 最 適 化 さ れ て い る
。 と り わ け 湿 気 お よ び 酸 素 の 透 過 性 に つ い て の 要 求 は 考 慮 さ れ な い 。 こ の 役 目 は パ ッ キ ン
リ ン グ ５ が 引 き 受 け る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ ａ ， ｂ に よ る 第 ３ の 実 施 例 で は 第 ２ の 補 強 リ ン グ ９ が 補 充 さ れ て い る 。 第 ２ の 補 強
リ ン グ ９ は 外 部 補 強 リ ン グ と 称 さ れ る 。 な ぜ な ら Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 接 合 体 ３ か ら 見 て パ ッ キ ン リ ン
グ ５ の 外 に 配 置 さ れ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 カ バ ー 層 ４ の 面 積 を で き る だ け 小 さ く 構 成 で き る よ う に す る た め 、 外 部 補 強 リ ン グ ９ は
部 分 に 分 割 さ れ て お り 、 こ れ ら の 部 分 は そ れ ぞ れ ２ つ の 点 状 の 接 合 部 ７ の 間 を 伸 長 す る 。
点 状 接 合 部 ７ と 外 側 補 強 リ ン グ ９ の 部 分 と の 間 に は 中 断 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 外 側 補
強 リ ン グ ９ の 右 に 配 置 さ れ た 部 分 が 図 ４ ａ で 示 す よ う に 、 こ の 部 分 は 自 分 の 中 に も 中 断 部
１ ０ を 有 す る こ と が で き る 。 こ こ で 中 断 部 は 図 示 と は 異 な り 、 ４ つ の 部 分 の そ れ ぞ れ に 設
け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ か ら 図 ４ に 示 さ れ た 実 施 例 は 例 え ば マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ と す る こ と が で き る 。
発 光 ポ リ マ ー ベ ー ス 上 で 動 作 す る マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ は フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク
基 板 上 に 公 知 の よ う に 配 置 さ れ る 。 続 い て プ ラ ス チ ッ ク か ら な る カ バ ー 層 が 構 成 体 の 上 に
接 着 さ れ る 。 こ の と き 湿 気 と 酸 素 に 対 し て 僅 か な 透 過 性 を 有 す る 接 着 剤 が 発 光 ポ リ マ ー を
取 り 囲 む 。 続 い て カ バ ー 層 の コ ー ナ ー 領 域 に 点 状 の 接 合 部 が 超 音 波 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ
る 。 こ れ に よ り 周 囲 環 境 に 対 し て 良 好 に 保 護 さ れ 、 機 械 的 に 安 定 し た 構 成 素 子 が 実 現 さ れ
る 。 こ の 構 成 素 子 は 同 時 に 高 い 撓 み 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 構 成 素 子 は 、 上 記 の よ う に し て 製 作 さ れ た フ レ キ シ ブ ル な 光 源 と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 枠 内 で 機 能 層 は 、 共 役 さ れ た ポ リ マ ー か ら な る 太 陽 電 池 と し て 構 成 す る こ と も
で き る 。 さ ら に 多 く の 別 の 適 用 例 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 有 機 検 出 器 並 び に ポ リ マ ー ベ ー ス
上 の 集 積 回 路 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ 構 成 素 子 に 基 づ く 本 発 明 の 説 明 か ら 、 本 発 明 が こ の よ う な 表 示 装
置 に の み 係 る も の で あ る と 理 解 す べ き で は な い 。 本 発 明 は 他 の ポ リ マ ー ベ ー ス の 集 積 回 路
、 太 陽 電 池 、 セ ン サ お よ び 検 出 器 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 構 成 素 子 の 平 面 図 お よ び ラ イ ン Ｉ － Ｉ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 構 成 素 子 の 平 面 図 お よ び ラ イ ン Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ の 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 素 子 の 平 面 図 お よ び ラ イ ン Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ の 断 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 構 成 素 子 の 平 面 図 お よ び ラ イ ン Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ の 断 面 図 で あ る
。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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